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暦
は
早
９
月
と
な
り
、
税
制
改
正
の
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
た
。
日
本
自
動
車
工
業
会

や
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
自
動
車
関

連
21
団
体
で
構
成
す
る
「
自
動
車
税
制
改

革
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
自
動
車
関
係
諸
税

の
簡
素
化
・
負
担
軽
減
に
関
す
る
署
名
活

動
を
開
始
し
た
。
署
名
活
動
は
９
月
上
旬

か
ら
10
月
下
旬
に
か
け
て
行
い
、
同
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
取
り
ま
と
め
て
政
府
・
与
党
に

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定
だ
。

　
来
年
度
税
制
改
正
で
は
と
く
に
、
自
動

車
の
車
体
課
税
を
抜
本
的
に
見
直
す
方
針

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
自
動
車
取
得
税
と
自
動
車
重
量
税
の
廃

止
な
ど
車
体
課
税
の
軽
減
を
前
面
に
打
ち

出
し
て
い
る
。

　
自
動
車
に
は
、
取
得
・
保
有
・
走
行
の

各
段
階
で
９
種
類
も
の
税
金
が
課
さ
れ
て

お
り
、
ユ
ー
ザ
ー
の
負
担
額
は
計
約
８
兆

円
に
及
ぶ
。
２
０
１
１
年
度
の
租
税
収
入

全
体
の
10
・
１
％
を
占
め
る
規
模
だ
。
と

く
に
取
得
・
保
有
段
階
で
の
税
負
担
は
欧

米
先
進
国
の
２
～
49
倍
に
達
し
、
極
め
て

過
重
な
税
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　
自
動
車
関
係
諸
税
の
う
ち
、
自
動
車
取

得
税
、
自
動
車
重
量
税
、
ガ
ソ
リ
ン
税
、

軽
油
引
取
税
は
、
道
路
特
定
財
源
か
ら
一

般
財
源
化
さ
れ
、
そ
の
課
税
の
根
拠
を
失

っ
て
い
る
。
軽
油
引
取
税
も
そ
の
一
つ
だ

が
、
一
方
で
農
業
用
や
船
舶
用
な
ど
は
現

在
で
も
課
税
免
除
と
な
っ
て
お
り
、
税
の

公
平
性
に
著
し
く
反
す
る
現
状
と
な
っ
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
本
則
税
率
を
２
倍
も
上
回
る

暫
定
税
率
は
、「
当
分
の
間
」
税
率
と
し
て

維
持
さ
れ
、
一
般
財
源
で
あ
る
の
に
自
動

車
ユ
ー
ザ
ー
が
過
度
の
負
担
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
一
般
財
源
化
に
よ
り
課
税
根
拠
を
喪

失
し
た
税
の
廃
止
と
と
も
に
、
ガ
ソ
リ
ン

税
、
軽
油
引
取
税
に
上
乗
せ
さ
れ
た
旧
暫

定
税
率
の
廃
止
を
求
め
て
い
る
。

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
12
年
度
税
制

改
正
要
望
で
も
、
自
動
車
関
係
諸
税
の
簡

素
化
・
軽
減
を
重
点
要
望
の
筆
頭
項
目
に

据
え
、
軽
油
引
取
税
の
廃
止
を
含
む
抜
本

的
見
直
し
、
自
動
車
取
得
税
お
よ
び
自
動

車
重
量
税
の
廃
止
、
ガ
ソ
リ
ン
税
と
消
費

税
の
タ
ッ
ク
ス
オ
ン
タ
ッ
ク
ス
解
消
を
求

め
て
い
る
。

　
昨
年
末
の
税
制
改
正
論
議
で
は
、
総
務

省
が
自
動
車
重
量
税
（
国
税
）
と
自
動
車

税
（
地
方
税
）
を
一
本
化
す
る
環
境
自
動

車
税
構
想
を
ぶ
ち
上
げ
た
。
こ
の
構
想
は

政
府
、
与
党
内
で
「
火
事
場
泥
棒
だ
」
な

ど
と
評
判
が
悪
く
、
議
論
は
先
送
り
さ
れ

た
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
車
体
課
税
を

地
方
税
、
燃
料
課
税
を
国
税
に
再
整
理
す

る
と
の
考
え
方
も
浮
上
し
た
。
こ
の
議
論

が
今
年
の
税
制
改
正
論
議
で
再
浮
上
す
る

可
能
性
も
あ
る
。

　
野
田
新
内
閣
が
発
足
し
た
。
財
政
難
を

背
景
に
税
負
担
軽
減
の
議
論
は
難
航
も
予

想
さ
れ
る
が
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
過
度

な
税
負
担
は
税
の
公
平
性
に
反
す
る
も
の

で
あ
り
、
早
期
に
正
す
べ
き
だ
。

自
動
車
の
過
重
税
負
担
正
せ

　
こ
の
意
識
調
査
は
、
物
流

子
会
社
を
保
有
す
る
親
会
社

が
「
グ
ル
ー
プ
内
で
、
そ
の

存
在
意
義
・
保
有
の
方
向
性
」

に
つ
い
て
、
現
在
「
ど
の
よ

う
な
意
識
を
も
っ
て
い
る
か
」

を
調
査
す
る
た
め
、
６
月
に

実
施
し
た
。

　
親
会
社
か
ら
見
た
「
物
流

子
会
社
に
対
す
る
満
足
度
」

に
関
し
、
具
体
的
に
「
物
流

子
会
社
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
」

を
尋
ね
た
設
問
（
複
数
回
答
）

で
は
、「
物
流
子
会
社
の
収
益

は
、
圧
倒
的
に
自
社
グ
ル
ー

プ
か
ら
得
て
い
る
」（
75
・
４

％
）
が
最
も
多
か
っ
た
。

　
こ
れ
は
「
自
社
の
物
流
子

会
社
は
競
争
力
を
有
し
て
い

る
と
思
う
」（
11
・
５
％
）
と

い
う
回
答
が
10
％
台
と
少
な

く
、
物
流
子
会
社
の
収
益
源

が
圧
倒
的
に
グ
ル
ー
プ
内
か

ら
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
反

映
し
て
い
る
。「
物
流
子
会

社
は
外
販
能
力
を
有
し
て
お

り
、
独
自
経
営
を
確
立
し
て

い
る
」（
６
・
６
％
）
と
い
う

回
答
も
１
ケ
タ
台
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。

　
た
だ
、「
グ
ル
ー
プ
内
で
重

要
な
機
能
を
担
っ
て
い
る
」

（
62
・
３
％
）
と
い
う
回
答

が
６
割
強
を
占
め
て
い
る
も

の
の
、「
グ
ル
ー
プ
内
に
物
流

子
会
社
は
必
要
で
あ
る
」
は

４
割
強
（
44
・
３
％
）
に
留

ま
っ
た
。
船
井
総
研
ロ
ジ
で

は
「（
物
流
は
）
重
要
な
機

能
で
あ
る
が
、
内
部
に
（
物

流
子
会
社
を
）
持
つ
必
要
は

な
い
」
と
の
意
識
を
読
み
取

れ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
「
コ
ス
ト
低
減
が

成
さ
れ
な
け
れ
ば
、
物
流
子

会
社
を
保
有
す
る
動
機
は
低

く
な
る
」（
44
・
３
％
）
と
の

回
答
な
ど
か
ら
、
一
般
的
な

物
流
子
会
社
は
外
販
比
率
が

低
く
、
親
会
社
グ
ル
ー
プ
に

と
っ
て
は
機
能
会
社
で
あ

り
、
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
散

見
さ
れ
る
と
指
摘
し
た
。

　
日
本
は
、
製
造
業
を
中
心

と
す
る
大
手
企
業
が
物
流
機

能
を
担
う
子
会
社
を
保
有

し
、「
物
流
子
会
社
大
国
」
と

い
わ
れ
て
き
た
。
物
流
子
会

社
は
、親
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
・

商
材
特
性
に
あ
わ
せ
た
安
定

輸
送
確
保
と
い
う
役
割
を
担

い
、
グ
ル
ー
プ
の
規
模
拡
大

と
も
に
成
長
し
て
き
た
。

　
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、

船
井
総
研
ロ
ジ
で
は
「
物
流

子
会
社
保
有
の
是
非
に
関
す

る
議
論
が
、
今
後
は
現
実
化

す
る
」
と
み
て
い
る
。

　
※
調
査
対
象
は
、
グ
ル
ー

プ
傘
下
に
物
流
子
会
社
を
有

す
る
一
定
規
模
の
大
手
企
業

４
１
９
社
で
、
有
効
回
答
は

61
社
（
有
効
回
答
率
14
・
６

％
）だ
っ
た
。
回
答
会
社
は
、

素
材
24
％（
化
学
／
金
属
／

繊
維
な
ど
）、
機
械
・
電

気
・
電
子
部
品
20
％
、
食
品

製
造
16
％
、
卸
売
（
総
合
商

社
含
む
）
16
％
、
生
活
用
品

製
造
７
％
、
輸
送
機
・
部
品

７
％
、
医
薬
・
医
療
品
製
造

５
％
、
外
食
・
小
売
５
％
。

　
日
貨
貨
物
運
送
協
同
組
合

連
合
会
（
杉
本
守
巧
会
長
）

は
１
日
、
８
月
分
の
Ｗ
ｅ
ｂ

Ｋ
Ｉ
Ｔ
稼
働
速
報
値
を
発
表

し
た
。
荷
物
件
数
を
示
す
求

車
情
報
は
前
年
同
月
比
０
・

８
％
減
の
４
万
１
１
６
４
件

と
昨
年
を
下
回
っ
た
こ
と
が

分
か
っ
た
。
過
去
に
前
年
割

れ
を
示
し
た
の
は
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化

し
た
04
年
以
降
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
た

08
年
12
月
か
ら
09
年
10
月
の

11
カ
月
間
。
そ
の
時
以
来
１

年
10
カ
月
ぶ
り
に
前
年
を
下

普
通
ト
ラ
ッ
ク
が
６
月
に
前

年
同
月
比
10
・
６
％
増
、
小

型
ト
ラ
ッ
ク
が
同
３
・
６
％

増
、
と
も
に
４
カ
月
ぶ
り
の

プ
ラ
ス
。
７
月
も
普
通
ト
ラ

ッ
ク
が
同
０
・
３
％
増
、
小

型
ト
ラ
ッ
ク
は
同
11
・
９
％

増
と
増
加
基
調
に
あ
る
。

　
８
月
の
普
通
ト
ラ
ッ
ク
販

売
台
数
は
前
年
同
月
比
36
・

３
％
増
の
１
万
１
４
４
７
台
で
、
今
年
３
月
（
１
万
４
５

６
３
台
）
以
来
５
カ
月
ぶ
り

さ
れ
る
と
、
海
上
貨
物
輸
送

へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
輸
送
さ

れ
る
製
品
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

は
じ
め
、
や
ト
ラ
ッ
ク
、
シ

ャ
ー
シ
、
コ
ン
テ
ナ
、
船
舶

な
ど
の
輸
送
機
器
へ
マ
ー
ク

を
表
示
で
き
る
。

　
ま
た
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

へ
の
取
り
組
み
を
企
業
の
Ｈ

Ｐ
、
広
報
誌
、
広
告
な
ど
で

ア
ピ
ー
ル
す
る
際
の
、
マ
ー

ク
の
表
示
と
し
て
活
用
で
き

る
。

　
マ
ー
ク
の
使
用
期
間
は
原

則
２
年
間
、
海
上
へ
の
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
の
輸
送
実
績
が

基
準
に
該
当
す
れ
ば
継
続
で

き
る
。
特
に
、
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
へ
の
貢
献
度
の
高
い
優

良
事
業
者
は
国
交
省
海
事
局

か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

　「
エ
コ
シ
ッ
プ
マ
ー
ク
認

定
制
度
」
は
、
２
０
０
８
年

度
か
ら
実
施
し
、
こ
れ
ま
で

１
０
０
社
を
超
す
事
業
者
が

認
定
さ
れ
て
い
る
。

負
荷
の
少
な
い
海
上
輸
送
を

一
定
以
上
の
割
合
で
利
用
す

る
荷
主
企
業
や
、
物
流
事
業

者
の
環
境
対
策
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
す
る
も
の
。

　
エ
コ
シ
ッ
プ
・
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
事
業
選
定
委
員
会
の

審
査
で
「
エ
コ
シ
ッ
プ
マ
ー

ク
取
り
組
み
企
業
」
に
認
定

で
募
集
し
て
い
る
。

　
こ
の
認
定
制
度
は
、
環
境

　
国
交
省
海
事
局
、
フ
ェ
リ

ー
事
業
者
、
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
、

コ
ン
テ
ナ
船
、
自
動
車
船
事

業
者
な
ど
で
組
織
す
る
エ
コ

シ
ッ
プ
・
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

事
業
実
行
委
員
会
で
は
、「
エ

コ
シ
ッ
プ
マ
ー
ク
認
定
制
度
」

優
良
事
業
者
を
９
月
30
日
ま

す
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
。
表

彰
式
で
は
ジ
ャ
パ
ン
ス
タ
ー

賞
、
包
装
技
術
賞
、
包
装
部

門
賞
の
合
計
１
１
４
作
品
の

受
賞
者
に
記
念
の
楯
な
ど
を

贈
り
企
業
努
力
を
労
っ
た
。

　
最
優
秀
賞
に
位
置
付
ら
れ

る「
ジ
ャ
パ
ン
ス
タ
ー
賞
」受

賞
13
点
の
う
ち
、
物
流
企
業

で
は
山
九
（
本
社
＝
東
京
・

中
央
区
、
中
村
公
一
社
長
）

が
「
ド
ラ
ム
缶
の
循
環
輸
送

パ
レ
ッ
ト
」
＝
写
真
＝
で
日

本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト

ロ
）理
事
長
賞
を
受
賞
し
た
。

　
受
賞
作
は
特
殊
な
原
料
を

内
包
す
る
ド
ラ
ム
缶
用
の
リ

タ
ー
ナ
ブ
ル
な
パ
レ
ッ
ト
ケ

ー
ス
。
一
人
で
容
易
に
２
～

４
個
の
ド
ラ
ム
缶
を
固
縛
で

き
る
作
業
性
に
優
れ
て
い
る

う
え
、
海
外
輸
送
に
も
耐
え

ら
れ
る
強
度
を
持
つ
。
ま
た

折
り
畳
み
が
で
き
る
た
め
、

　
日
本
包
装
技
術
協
会
（
包

技
協
）は
８
月
27
日
、湯
島
の

ホ
テ
ル
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
で
「
２
０
１
１
パ
ッ
ケ
ー

ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
引
き
続

き
て
、「
ジ
ャ
パ
ン
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ン
グ
・
コ
ン
テ
ス
ト
２
０

１
１
」の
表
彰
式
を
行
っ
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
安
全
・
安

心
、
環
境
性
能
の
開
発
に
よ

る
新
た
な
市
場
創
出
を
め
ざ

東
京
大
学
高
齢
社
会
研
究
総

合
機
構
長
・
鎌
田
実
氏
の

「
高
齢
化
の
進
展
と
自
動
車

事
故
防
止
に
つ
い
て
」
の
基

調
講
演
を
は
じ
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

３
９
０
０
１
国
際
審
議
会
議

長
の
ク
ラ
ー
ス
・
テ
ィ
ン
グ

バ
ル
氏
を
迎
え
て
の
特
別
講

演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
。

　
第
２
会
場
で
は
、
久
里
浜

ア
ル
コ
ー
ル
症
セ
ン
タ
ー
長

の
樋
口
進
氏
の
特
別
講
演

や
、
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

取
り
組
む
事
業
者
の
事
例
報

告
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

返
送
時
に
は
省
ス
ペ
ー
ス
で

輸
送
で
き
る
な
ど
の
特
長
が

評
価
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
同
日
の
「
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
開
発
意
図
と
経
緯
を

説
明
し
た
ハ
ウ
ス
食
品
・
東

洋
製
罐
・
凸
版
印
刷
共
同
開

発
の
「
ハ
ウ
ス
食
品
ね
り
ス

パ
イ
ス
」
シ
リ
ー
ズ
が
経
済

産
業
大
臣
賞
、
サ
ン
ト
リ

ー
・
協
栄
産
業
が
「
業
界
初

の
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
Ｂ
to
Ｂ

メ
カ
ニ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ス
テ
ム
構
築
」
で
経
済
産
業

省
産
業
技
術
環
境
局
長
賞
、

小
林
製
薬
が
「
液
体
ブ
ル
ー

レ
ッ
ト
つ
け
替
の
重
ね
入
れ

セ
パ
レ
ー
ト
パ
ッ
ク
」
で
経

済
産
業
省
製
造
産
業
局
長
賞

を
受
賞
し
た
。

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
／
金
澤
悟
理

事
長
）
は
10
月
28
日
、
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
「
第
６

回
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
く
。

今
回
は
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
情
報
や
、
２
０
１
２
年
に

発
行
さ
れ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
９
０

０
１
（
道
路
交
通
安
全
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
）
に
関
す
る
内
容

な
ど
が
メ
イ
ン
だ
。
前
回
と

同
じ
く
第
１
会
場
で
は
経
営

者
層
、
第
２
会
場
で
は
運
行

管
理
者
を
対
象
と
し
て
、
第

３
会
場
で
は
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
ツ
ー
ル
を
展
示
・

紹
介
す
る
。
第
１
会
場
で
は

営
業
再
開

　
日
本
通
運
は
、
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
て
い
た
仙
台

航
空
支
店
仙
台
空
港
物
流
セ

ン
タ
ー（
宮
城
県
岩
沼
市
）

が
１
日
か
ら
営
業
を
再
開
し

た
と
発
表
し
た
。
今
月
末
に

予
定
の
仙
台
空
港
発
着
の
国

際
定
期
便
再
開
に
先
立
つ
形

で
稼
働
開
始
。
同
社
は
こ
の

再
開
に
物
流
を
通
し
て
被
災

地
復
興
を
支
援
す
る
体
制
を

整
え
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
今
回
の
営
業
再
開
に

あ
わ
せ
て
、
作
業
エ
リ
ア
の

増
床
、
保
税
エ
リ
ア
も
１
階

か
ら
３
階
の
フ
ロ
ア
に
新

設
。
多
機
能
型
デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
機
能
を
強
化
し
た
。

の
１
万
台
超
と
な
り
、
８
月

と
し
て
は
07
年
（
１
万
４
４

９
８
台
）
と
同
水
準
に
な
っ

た
。

　
小
型
ト
ラ
ッ
ク
も
同
13
・

８
％
増
の
１
万
５
１
８
８
台

と
、
今
年
２
月
（
６
・
８
％

増
）
以
来
５
カ
月
ぶ
り
の
プ

ラ
ス
。

回
っ
た
。

　
従
来
の
傾
向
で
は
５
月
の

底
か
ら
９
月
ま
で
右
肩
上
が

り
に
な
る
が
、
８
月
の
求
車

情
報
の
数
は
７
月
と
比
べ
て

も
２
・
９
％
減
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
日
貨
協
連

の
助
川
利
信
常
務
理
事
は
推

　
日
本
自
動
車
販
売
協
会
連

合
会
（
自
販
連
）
が
１
日
発

表
し
た
ト
ラ
ッ
ク
新
車
販
売

台
数
（
軽
自
動
車
を
除
く
）

は
、
前
年
同
月
比
22
・
５
％

増
の
２
万
６
６
３
５
台
と
、

２
カ
月
連
続
で
前
年
実
績
を

上
回
っ
た
。
８
月
の
台
数
ベ

ー
ス
と
し
て
は
、
08
年
（
２

万
６
６
８
３
台
）
の
水
準
ま

で
戻
し
た
。

　
背
景
に
は
、
国
内
メ
ー
カ

ー
各
社
の
ト
ラ
ッ
ク
生
産
増

が
あ
る
。
自
工
会
が
ま
と
め

た
国
内
ト
ラ
ッ
ク
生
産
は
、

測
と
し
な
が
ら
「
震
災
影
響

に
よ
る
自
粛
や
昨
年
に
比
べ

猛
暑
効
果
が
乏
し
く
飲
料
を

含
む
夏
物
関
連
の
不
振
が
考

え
ら
れ
る
」
と
分
析
す
る
。

た
だ
昨
年
の
同
時
期
よ
り
も

端
末
数
は
２
９
９
増
え
て
お

り
、「
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
の
利
用

者
が
増
え
て
い
る
の
だ
か
ら

本
来
は
自
然
に
も
増
加
す
る

は
ず
」
と
も
述
べ
、
前
年
割

れ
の
原
因
を
引
き
続
き
調
査

す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
求

荷
情
報
は
前
年
同
月
比
４
・

３
％
減
の
１
万
３
８
４
件
だ

っ
た
。
成
約
件
数
は
求
車
が

同
４
・
４
％
減
の
８
２
９
１

件
、
求
荷
が
同
０
・
８
％
増

の
７
３
２
件
と
な
っ
た
。 0 20 40 60 80

①グループ内に物流子会社は必要
　である
②グループ内において、物流子会社
　が重要な機能を担っている
③自社の物流子会社は競争力を有
　していると思う
④自社の物流子会社は競争力をど
　れほど有しているかは、判らない
⑤物流子会社の収益は、圧倒的に
　自社グループ内から得ている
⑥物流子会社は外販能力を有して
　おり、独自経営を確立している
⑦コスト低減が成されなければ、物流
　子会社を保有する動機は低くなる

44.3%

44.3%

62.3%

11.5%

45.9%

75.4%

6.6%

44.3%

44.3%

62.3%

11.5%

45.9%

75.4%
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物流子会社に関する意識調査2011

日本物流研究会
　日本物流研究会（略称＝NBK）は会員各位の
事業の繁栄に寄与することを目的に、『日本流通
新聞』購読者有志の協力を得て設立された物流研
究機関です。
　経営セミナーは、関係省庁や全国の物流団体、
有識者、コンサルタント、ディーラーなどを各界
から講師に迎えて、時宜に応じたテーマで開かれ
ています。
　また、セミナーの講演後の懇親会では、情報交
換の場として親睦を深めて頂いています。
　有意義な人脈づくりや後継者・中堅幹部養成な
ど人材育成にもお役立てください。

会員募集中!!
◆ 設　　　　立

◆ 経営セミナー

◆ 入 会 金

◆ 会　　　　費

1974年（昭和49年）６月

年間６回 偶数月に都内
ホテルなどで開催

無　料

年間 12万円

お申し込み
お問い合わせ

NBK事務局
新日本流通新聞社内

TEL 03（5206）2615　FAX 03（5261）0992
htttp://www.ryu-tsu.com

求
車
件
数
、前
年
割
れ

リ
ー
マ
ン
以
来
夏
物
関
連
不
振
が
影
響
か

ＷｅｂＫＩＴ

８
月
新
車
販
売
22・５
％
増

生
産
台
数
の
増
加
で
２
ヵ
月
連
続

トラック

■トラック新車販売台数（登録車）　　　　自販連調べ
普通トラック 小型トラック 合　計

2010年4月   6,603   (24.1) 14,244  ( 4.4)   20,847 (  9.9)
5月   7,228  (49.8)  13,405 (▽1.1) 20,633  (12.2)
6月 9,870  (50.9) 16,831 (  4.2) 26,701 (17.7)
7月 8,423  (24.6) 16,497  (  2.5)  24,920  (  9.0)
8月 8,399  (35.6) 13,341  (16.2) 21,740  (23.0)
9月 10,207 (  2.3) 19,371  (18.0)  29,578  (12.0)

10月 6,668 (▽6.2) 14,300(▽1.8) 20,968 (▽3.3)
11月 8,261(▽10.7) 15,821 (  6.7)   24,082 (  0.0)
12月 8,526   (31.7) 13,017（ 0.8) 21,543 (11.1)

2011年1月 6,088   (10.9) 12,775(  5.9) 18,863 (  7.5)
2月 8,342   (10.7） 16,511(  6.8) 24,853 (  8.1)
3月  14,563   (  0.6) 19,006(▽8.4）  33,569(▽11.1)
4月    4,409(▽33.2)    6,868(▽51.8) 11,277(▽45.9)
5月 3,716(▽48.6)    9,609(▽28.3) 13,325(▽35.4)
6月 6,969(▽29.4)  15,066(▽10.5) 22,035(▽17.5)
7月  8,903   ( 5.7)  16,378(▽ 0.7) 25,281  (  1.4)
8月 11,447  ( 36.6)  15,188 (13.8) 26,635  (22.5)

＊単位：台、カッコ内は前年同月比の増減％　▽はマイナス

今
月
末
ま
で
募
集

﹁
エ
コ
シ
ッ
プ
マ
ー
ク
﹂認
定

　「
物
流
子
会
社
は
グ
ル
ー
プ
内
で
重
要
な
機
能
を
担

っ
て
い
る
」
と
い
う
回
答
が
62
・
３
％
を
占
め
て
い

る
も
の
の
、「
グ
ル
ー
プ
内
に
（
物
流
子
会
社
は
）
必

要
で
あ
る
」
と
意
識
し
て
い
る
親
会
社
は
４
割
強
に

と
ど
ま
る

―
。
船
井
総
研
ロ
ジ
（
菅
重
宏
社
長
）

が
８
月
30
日
に
公
表
し
た
「
物
流
子
会
社
に
関
す
る

意
識
調
査
」
で
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。
調
査
結
果
か

ら
は
、
物
流
子
会
社
の
必
要
性
に
つ
い
て
「
重
要
な

機
能
で
あ
る
が
、
内
部
に
持
つ
必
要
性
が
な
い
」
と

の
意
識
が
読
み
取
れ
る
。

﹁重要な機能…﹂６割も﹁必要﹂は４割

物流子会社﹁必要ない？﹂

船
井
総
研
ロ
ジ

親
会
社
に
意
識
調
査

エ
コ
シ
ッ
プ
マ
ー
ク

第
６
回

安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
来
月
28
日
開
催

ハウス食品

﹁経産大臣賞﹂受賞
日本包装コンテスト2011

日
通

仙
台
空
港
物
流
セ
ン
タ
ー

　
厚
生
労
働
省
は
８
月
26
日
、

速
報
値
と
し
て
労
働
災
害
の
発

生
状
況
を
発
表
し
た
。
陸
上
貨

物
運
送
事
業
に
お
け
る
死
傷
災

害
（
１
月
～
６
月
／
死
亡
災
害

及
び
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
災

害
）
は
前
年
同
期
比
４
・
３
％

減
の
３
５
５
６
人
。
ま
た
死
亡

災
害
（
１
月
～
７
月
）
で
は
同

23
・
８
％
減
の
61
人
だ
っ
た
。

　
い
ず
れ
も
昨
年
に
比
べ
て
減

少
傾
向
に
な
っ
て
お
り
特
に
死

亡
災
害
は
大
き
な
減
少
率
を
示

し
た
。

　
死
亡
災
害
の
事
故
の
型
別
を

見
る
と
最
も
多
い
の
が
34
人
の

「
交
通
事
故
（
道
路
）」
だ
が
前

年
同
期
比
で
は
27
・
６
％
減
と

な
っ
た
。
次
い
で
多
か
っ
た
の

が
12
人
の
「
墜
落
・
転
落
」
で

同
71
・
４
％
増
と
大
幅
な
増
加

に
転
じ
て
い
る
。
ま
た
８
人
だ

っ
た
「
は
さ
ま
れ
巻
き
込
ま
れ
」

も
昨
年
の
７
人
同
様
に
高
止
ま

り
で
推
移
。
荷
役
作
業
で
の
増

加
が
特
徴
と
し
て
表
れ
た
。

　
厚
労
省
が
昨
年
ま
と
め
た
荷

役
作
業
時
に
お
け
る
「
墜
落
等

災
害
防
止
対
策
の
開
発
」
を
も

と
に
陸
運
労
災
防
止
協
会
が
制

作
の
「
荷
役
安
全
設
備
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
で
は
、
陸
運
業
の
労
働

災
害
（
休
業
４
日
以
上
の
死
傷

災
害
）
の
７
割
が
荷
役
作
業
だ

と
示
し
て
い
る
。

　
そ
の
う
ち
３
割
を
「
墜
落
・

転
落
」
が
占
め
て
お
り
、
こ
の

防
止
策
が
重
要
な
課
題
だ
と
指

摘
し
て
い
る
。

厚
労
省

荷
役
関
連
の
死
亡
が
増
加

交通事故は
大幅に減少

　
７
月
１
日
付
の
国
土
交
通
省

組
織
改
正
で
、
自
動
車
局
総
務

課
に
国
際
担
当
の
課
長
級
ポ
ス

ト
と
し
て
参
事
官
が
新
設
さ

れ
、
松
本
大
樹
氏
が
着
任
し

た
。

　「
こ
れ
だ
け
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
む
と
、
日
本
国
内
だ
け
で

物
事
が
完
結
す
る
こ
と
は
な

く
、
海
外
か
ら
見
て
ど
う
な
の

か
、
国
際
的
な
協
調
や
標
準

化
、
途
上
国
支
援
、
海
外
の
活

力
を
わ
が
国
成
長
力
強
化
に
つ

な
げ
る
と
か
、
国
際
を
横
串
に

様
々
な
視
点
で
見
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
な
か
で
、
従
来
は
各

課
内
で
国
際
的
な
課
題
に
取
り

組
む
な
か
、
全
体
的
な
視
点
が

抜
け
落
ち
て
い
た
り
、
非
効
率

な
部
分
が
あ
っ
た
」
と
組
織
改

正
の
意
義
を
強
調
す
る
。

　
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
海
外

進
出
に
つ
い
て
は
「
日
本
の
ト

ラ
ッ
ク
の
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム

は
高
度
に
完
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
途
上
国
に
提
示
し
て
い

く
と
か
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ

の
仕
方
が
あ
っ
て
も
良
い
」
と

述
べ
た
ほ
か
、
建
設
業
の
海
外

進
出
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
「
現

地
企
業
と
の
合
弁
で
進
出
す
る

な
ど
、
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
る

よ
う
な
戦
略
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
」
と
述
べ
、
新
た
な
発
想

で
今
後
業
界
と
も
知
恵
を
絞
っ

て
い
く
考
え
を
示
し
て
い
る
。

﹁
国
際
﹂を
横
串
に

海
外
進
出
に
は
戦
略
必
要

　松本大樹（まつもと・ひろき）氏略歴　東京大学
法学部卒、1987年運輸省入省。総合政策局地球環境
対策企画官、在米日本国大使館参事官、総合政策局
建設市場整備課長などを歴任。
　趣味は米国勤務時代に体重が増えたのを機に始め
たランニング。東京マラソン出場をめざして週平均
35㌔㍍ほど走る。東京都出身の49歳。

松本参事官

　
◆
野
村
起
業
（
本
社
＝
千

葉
県
松
戸
市
）

　
関
東
運
輸
局
・
８
月
24
日

発
出
。
本
社
営
業
所
。
８
月

25
日
か
ら
①
14
日
間
の
事
業

停
止
②
７
０
１
日
車
（
４
両

×
１
４
０
日
、
１
両
×
１
４

１
日
）
の
車
両
停
止
。
違
反

点
数
79
点
（
累
積
点
数
同
）。

昨
年
４
月
８
日
と
同
15
日
に

監
査
実
施
、
運
転
者
へ
の
過

労
防
止
義
務
違
反
ほ
か
16
件

の
違
反
判
明
。

　
◆
ム
ソ
ー（
本
社
＝
愛
知

県
小
牧
市
）

　
中
部
運
輸
局
・
８
月
30
日

発
出
。
静
岡
営
業
所
。
８
月

30
日
か
ら
①
７
日
間
の
事
業

停
止
②
３
１
２
日
車
（
１
０

４
日
×
３
両
）の
車
両
停
止
。

違
反
点
数
41
点
（
累
積
50

点
）。
今
年
２
月
15
日
、
愛

知
県
豊
橋
市
内
の
東
名
高
速

道
路
で
渋
滞
中
の
車
列
に
追

突
、
９
人
が
死
傷
。
特
別
監

査
実
施
の
結
果
、
運
転
者
の

勤
務
・
乗
務
時
間
の
遵
守
違

反
ほ
か
12
件
が
判
明
。

行
政
処
分

国交省自動車局の新課長


